
若草中学校の重点取組について

(1) やる気になる、わかる授業と手応えある学習への取り組み

(2) 開発的生徒指導となる道徳教育、自治活動、体験活動の推進

(3) 保護者・地域を巻き込む「共育」活動の推進

１ 教育・学習内容を充実させ、確かな学力を身につけさせる

取組とその成果

・新学習指導要領を踏まえた授業の工夫改善ために年 2 回の校内授業研究会を実施し、研

修を深める。

・各種調査や検査の分析をすることで課題を把握し、振り返りや見通しを持ってより効果

ある策を講じる。

・家庭学習定着のための取り組みや昨年度までの取り組みを効果的に継続させる。

・小中連携会議を充実させ、連携できることを増やしていく。夏期休業中を利用した研修

や会議をもつ。お互いの授業や行事を積極的に参観する。

・コーディネーターを中心とした支援の必要な生徒への個々に応じた手立てを充実させる。

・効果的な少人数指導や放課後学習を積極的に行う。

課題と改善策

（課題）

・さまざまな調査の分析をした上で教科や学年でできる策を練っているところである。も

っと早急な対策が必要であると思われるが、そこまで至っていない。

・自己学習力を育成するための取り組みは継続しているが、家庭学習の定着までにはまだ

まだ不十分である。

・小中連携の会議や研修は隣の中学校区も含め、学力向上の取り組みなどいいところを共

有する必要がある。

・特別支援学級の生徒の手立てはいき届いているが、普通学級の支援に関してはまだまだ

改善の余地がある。支援員のつけない部分を考える必要がある。

(改善策)

研究課題をもっと意識したテーマのある授業研究にしていく必要がある。教科会をもっと

活発にし、お互いの授業を見たり指導助言する機会を増やしていく。

・先進的な取り組みをして効果を上げている学校や同じ市内の学校のいい取り組みを参考

に、本校に合う効果あるやり方を考え、具体策を打ち出す。

・5 教科を中心とした教材をうまく活用し、全学年での終礼時の学習や 3 年生用の朝学習、

放課後学習などに活かす。生徒が達成感を感じるようなものにしていく。

・支援を要する普通学級の生徒が多い上に、なかなか支援が行き届いていない状況を改善

するために、心の教育特別支援員とも連携して、コーディネーターの役割を活性化させる。



・新学習システムの成果が出るように教科での工夫改善を行う。

２ 心の教育を充実させ、自己実現の意識の高揚を図る

取組とその成果

・道徳．学活の年間計画を完全実施する。・学年ごとに一つの組織として、集会などを課題

あるごとに実施する。学年行事や生徒会活動を通じてリーダーの育成、学校活性化につな

げる。

・情報モラルの技術科の計画的指導と生徒向け講演会の実施と情報媒体の管理の徹底を図

る。

・学期ごとにアンケートをもとに教育相談週間を実施する。早期発見、早期対応で未然防

止につなげる。ＳＣと連携を深める。

・長欠生徒のための情報交換を毎週行い、保護者懇談を適宜実施し、まめな家庭訪問、別

室などの居場所づくりや個別対応を充実させる。

・１年生から『生き方』指導として計画的に指導する。進路学習ノートを作成し、学ぼう

とする意欲を持たせる。系統的な体験学習としてキャリア教育を推進していくことで目的

意識を持たせる。

課題と改善策

(課題）

・学年によって少し差がある。自治活動からの生徒の育成に関しては学年によって差があ

り、生徒に考えさせて動かしていく体制づくりが今後の課題である。

・支援の必要な生徒に関しては支援学級の生徒に関しては手厚くできているが、普通学級

の生徒の支援に改善の余地がある。情報モラルに関しては授業でも講演会でも危険性を教

えているが、携帯電話などの間違った使用による友達間のトラブルが多くなってきている。

・地域的な原因もあるのか進路に関しては生徒も保護者も意識が薄い。

(改善策)

・道徳、学活、総合的な学習において年間計画をしっかり立て、体験的活動などは早くか

ら計画に入れた状態で進めていく。

・自治活動をますます活性化させるために学校運営上の位置づけをしっかりさせ、生徒主

体の動きを推進していく。

・不登校生徒が重症化する傾向が強いため、その兆候が出始めた初期の対応を丁寧にする

よう徹底する。関係機関などの連携を含めて様々な取り組みを早い段階から実施していく。

・教育相談を定期的に実施し、関係づくりを大事にしていく。

・将来設計を少しでも考えられるよう、進路学習の他に講演会や体験学習などを通して意

識付けを図りたい。



３ 食育や体育を充実させ、健康な体づくりに取り組む

取組とその成果

・家庭科や昼食の時間など教育活動全体を通じて食育教育を行う。

・便りや保護者懇談、集会等で「早寝、早起き、朝ごはん」の啓発活動を行い、保護者の

協力を求める。

･関係機関との連携で食育推進に積極的に努める。

･体育の授業と体育的学校行事のより一層の充実を図り､全教職員で取り組み体制の確立を

図る。

･スポーツテストの結果を活用すると共に自ら体力づくりに励む態度を育成する。

・クラブ通信や外部指導者の活用等により、部活動の活性化を図る。

課題と改善策

（課題）

・家庭科や昼食の時間など教育活動全体を通じて食育教育を行ってきたが、昼食時に菓子

パンだけの生徒もおり、十分とは言えない。

・体育的学校行事のより一層充実の図り､全教職員で取り組み、体制の確立を図る必要があ

る。

(改善策)

・授業において、食育を意識した取り組みはまだ十分とはいえない。今後研修会等を実施

し、全教員に「食育」の必要性を意識させる。

・健康面から「保健」と「食育」をリンクさせた取り組みを実施していく。

・授業公開や「食育だより」等による家庭への情報提供を行っていく。

・地域の協力を得た「食」に関する体験活動等を実施し、学校･家庭・地域が連携した取り

組みを進めていく。

・生徒の運動能力や適性、興味関心等に応じた指導内容にする。

・目標や指導の内容･過程･結果等を評価し、指導の改善を図る。

４ 安全な教育環境を確保し、防災意識の高揚を図る

取組とその成果

・毎日の登下校指導や集会での事例を元にした安全指導を適宜行う。完全下校の徹底と帰

宅時の連絡の徹底。危機管理マニュアルの共通理解と年２回の避難訓練を実施して防災教

育を徹底させる。休み時間の校内巡視で施設設備の安全確認を行い、早急に対応する。

課題と改善策

（課題）

・安全指導、避難訓練を含めた防災教育に関しては、計画的に行っているが、不審者対策

の講習会は実施できていないので、また計画を要する。

・交通安全（特に自転車）教室を実施したが、学校外ではルールを守らない生徒の増加が

見られる。

･朝礼や集会、学活での安全指導の実施はしたが、まだ徹底されているとは言えない。



(改善策)

・安全な学習環境、生活環境を確保するため、施設・設備の点検を定期的に・日常的に行

う。

・学校での交通安全（特に自転車）教室を実施するとともに保護者・地域との連携を強化

する。

・不審者対策等、危機管理機能を高めるため、研修を実施し、必要に応じて対処要領の改

善を図る。

・地域と連携した防災訓練を計画し、実施する。

５ 家庭・地域・学校の連携を深め、信頼され、活力に満ちた学校園づくりに

取り組む

取組とその成果

・学校評価をたよりやＨＰを利用して、保護者、地域に広く情報公開していく。そこで得

た情報やアドバイスを次年度の取り組みとして活かしていく。地域の掲示板にもたよりや

行事のポスターの掲示をお願いしていく。

・小・中・高との連携や地域との連携のために参加できる行事を広く呼びかけ、地域で子

供を育てる「共育」活動を推進していく。体育大会の休日開催で広く活動を見てもらう。

休日のオープンスクールの実施で小６生とその保護者を含め、より多くの方に普段の学校

生活やクラブ活動を見てもらう。

・新学習指導要領を踏まえた授業改善をテーマとして研修会を実施したり、外での研修に

も積極的に参加を促す。

課題と改善策

（課題）

･今後、学校評価内容を分析し、全教職員で目標を具現化するための方策が十分ではない。

[言語力向上」という課題を設け、教科を超えた意識・取り組みを行った。

・教職員との面談は随時行うように心がけ、ＯＪＴを活発に行っている。長期的なビジョ

ンでの適材適所を考えた職員の分掌担当を決めているが、まだ充分に機能しないところも

ある。

(改善策)

・キャリア教育をはじめとして、日常の学校教育活動の中に地域の方にゲストティーチャ

ーとして参加していただくと同時に、その取り組みを HP・ポスター・たより等で広報して

いく。

・学校評価内容を分析し、全教職員で課題を明確にするとともに、目標を具現化するため

方策・計画はできるだけ具体的なものとする。

・校務分掌において OJT を活発に行えるよう、ベテランと新任を同じ分掌を担当させる。

・授業力や教科を超えた意識・取り組みの改善については研究推進委員会の活用を積極的

に図る。



生徒アンケート）より

いい点･･･学校のきまりを守れている生徒が多い。授業へ真面目に取り組んでいる。挨拶や

正しい言葉遣いを心がけている。仲の良い友達がいる。

課題･･･全体的に夜寝るのが遅く、朝ごはんを食べていない生徒が約 15％いる。家庭学習 30

分以下が 50％を越えている。学習の用意が前日に準備できていない、また宿題がきちんとで

きていない生徒が約 50％いる。2 時間以上テレビを見る生徒が約 60％いる。

※課題解決に向けて現在いろいろな取り組みを検討しています。ご家庭でも声かけをお願

いいたします。特に『早寝、早起き、朝ごはん』は成長や健康や学力の源です。

保護者アンケート）より

昨年に続き、保護者の皆様に次の項目についてアンケートをさせていただきました。結果

と傾向をまとめましたので、次にお知らせをいたします。

良い点･･･おおむね子ども達は学校生活を楽しむことができている。配布物に目を通すこと

ができている。友だち関係がよく、挨拶や服装面ができている。少人数授業に効果がある。

以上、肯定的に考えていただいています。

課題･･･学校は学力向上の成果を上げていない。前日の準備や家庭学習ができていない。学

習面での取り組みがまだまだである。学校行事にあまり参加できていない。生徒用アンケ

ート（学校だより 11 号に記載）との違いはあまり見られず、学力ＵＰに向けての課題がは

っきりしています。学校と家庭の両方で取り組む必要があります。学校では現在、新年度

に向けて対策を練っています。ご家庭でもご協力よろしくお願いいたします。

（教職員アンケート）より

課題･･･本年度の研究テーマを意識した日々の実践や教育活動がやや弱い（単元ごとのテス

トや振り返り、家庭学習を定着させる指導）。校外での研修への参加が少ない。

良いところ･･･授業が計画通り進んだ。客観的な評価ができた。評価規準、見通しを持った

授業ができた。生徒との積極的な関わりを心がけた。始業時間が守られている。保健管理、

安全防災教育ができている。

（総評）本校の今年度の重点目標とその取り組み状況について

学校運営について

①「学校だより」「ホームページによる地域への情報公開」、「学年だより・学級だより」

による保護者･生徒への情報公開は協力･理解を求める唯一の手段だと思う。先生方の努力

も伺えた。今後も継続してもらいたい。

②「学校公開日」は多くの方が参観できる日が良い。体育大会の実施日については難しい



面はあると思うが、生徒達の活動を知る機会ととらえて、計画してもらいたい。

教育課程について

①家庭学習と授業をつなげ、「分かる授業」を目指して欲しい。中学校の先生同士の情報

交換はもちろんだが、小学校の先生方との学力面での情報交換・協議も大変重要である。

家庭学習の促進が必要である。

②色々な体験活動の取り組みは評価できる。体験活動を通して、学習への生徒の興味･関心

を呼びおこす必要がある。

③防災教育については学校だけで行うのではなく、できるだけ地域を巻き込んで実施して

はどうか。

その他について

①不登校生の増加は問題である。初期対応を迅速に的確に行う必要がある。保護者との連

携もあきらめずに学校側が主体となってやるべきである。

②挨拶ができない生徒が増えているように思う。

【取り組みの方向性】

・一番の課題である学力向上に関して生徒に直接勉学の魅力や必要性を感じさせる授業に

するため相互の研修や情報交換、工夫等について学校全体で方策を練る。

・放課後学習などの取り組みが授業とリンクするよう教材を工夫する。

・クラブ活動だけでなく、生徒会活動(自治活動)で生徒の自主性や社会性や意欲を育む。

・心の育成や社会力をつけるための体験活動やキャリア教育をより充実させる。







(Ａ よくあてはまる Ｂ ややあてはまる Ｃ あまりあてはまらない Ｄ 全くあてはまらない)

１ 教育目標・研究テーマ・学校運営 A B C D

(1) 「生きる力」の育成について効果的な学校運営ができたと思う。 2 10 6 0

(2)

教育目標｢自ら進んで粘り強く活動し(意)、目的を持って意欲的に学習に取り

組み（知）豊かな心と思いやりを持ち（徳）心身ともに健康な（体）生徒を育

成する」は良いと思いますか

6 12 0 0

(3) 教育目標が日々の実践に生かされていると思う。 2 13 2 1

(4)
研究テ－マ「手応えある個々の学力ＵＰを目指した工夫改善と自治活動の推

進」
0 14 3 1

(5) 校長にこんな学校をつくりたいという経営のビジョンが感じられる。 3 10 5 0

(6) 学校運営に教職員の意見が反映されていると思う。 1 15 2 0

２ 学習指導 教科・道徳

(7) 授業が、年間計画通りにできた。 2 12 4 0

(8) 生徒に評価の基準を示し授業の見通しを立てさせることができた。 2 12 4 0

(9) 客観的な評価基準のもと信頼性のある評価(評定)ができた。 4 10 4 0

(10)
単元ごとに確認テストを実施し、自己チェックシートで学習の振り返りをさせ

ることができた。
1 10 6 1

(11) 自分自身の授業について、工夫・改善できた。 1 12 5 0

(12) 授業の決まりは徹底させることができた。 2 11 6 0

(13) 宿題やその点検、確認テストなど家庭学習を習慣づける指導ができた。 1 10 7 0

(14) 道徳・人権の年間指導計画に従って道徳の授業ができた。 2 12 4 0

３ 特別活動・学校行事・課外クラブ

(15) ｢綜合的な学習の時間｣で、｢探求する力｣を育成することができた。 1 11 6 0

(16)
家庭訪問は、保護者との連携・信頼関係作りや、学校の説明責任を果たすなど、

効果的に実施できた。
1 9 7 1

(17) 修学旅行・宿泊学習の企画運営は三年間を見据えたものになっている。 2 10 6 0

(18)
体育大会・文化発表会など保護者・地域を招いての行事の運営はこれでよいと

思う。
0 12 5 1

(19) 生徒会活動の企画運営はこれでよいと思う。 1 15 1 1

(20)
学年(学級)として、生徒の自主的な活動の場を与え、社会性・感性・主体性を

伸ばすことができた。
2 13 3 0

(21) 部活動にかかわり、生徒の｢生きる力｣を育成することができた。 1 13 4 0

４ 特別支援教育

(22) 本校の特別支援教育体制はこれでよいと思う。 1 13 4 0

(23)
特別支援 (基礎学級も含む) の生徒の共通理解を深め、個に応じた適切な指

導・支援ができた。
1 12 5 0

５ 生徒指導



(24) 本校の生徒指導体制はこれでよいと思う。 1 13 3 1

(25) 各学年とも共通理解のもと、生徒指導対応ができていると思う。 2 11 4 1

(26) 遅刻指導・風紀指導など基本的生活習慣の育成を図れた。 0 9 7 2

(27)
保護者対応や関係機関対応に関して管理職も含めた報告・連絡・相談ができて

いた。
1 10 6 1

(28) 長欠生徒や別室生徒への指導がきめ細かくできたと思う 0 10 5 3

(29)
不登校担当・スクールカウンセラー・心の教育指導補助員・訪問指導員との連

携がよくとれていたと思う
1 11 5 1

６ 進路指導

(30) 進路指導体制など学年の計画・運営はしっかりできていた。 1 16 1 0

７ 保健管理

(31) 緊急時の対応が、組織として迅速・適切になされていたと思う。 4 13 1 0

(32) 保健室との連携が緊密にとれ、保健安全面の指導が適切になされた。 4 14 0 0

(33) 学校保健教育体制はこれでよいと思う。 4 14 0 0

８ 職員・研修

(34) 自分の書類・ファイル・データは適切に管理し、処理できていた。 3 14 1 0

(35) 生徒に積極的にかかわりふれあいを深め、信頼関係を築く努力をした。 4 13 1 0

(36) チャイムと同時に授業を始められた。 5 11 2 0

(37) 各委員会は活動の目標を明確にし、活動していましたか 3 14 1 0

(38)
成績データや個人情報などに関して、記憶媒体の扱いも含め、セキュリティは

安全だった。
5 12 1 0

(39) 校内研修に積極的に取り組み自身の資質向上に役立てられた。 4 12 2 0

(40) 校外の研修に積極的に参加し資質を高め成果を教育実践に生かせた。 0 10 7 1

９ 安全防災教育

(41) 人間尊重に基づいた人権教育の視点で、生徒に安全教育ができた。 4 12 2 0

(42) 不審者や事故への対応など危機管理意識を持ち、適切な対応ができた。 2 14 2 0

(43) 避難訓練や授業・クラブにおいて安全指導の徹底を図ることができた。 2 13 3 0

10 施設・整備

(44) 担当区域の安全管理を徹底し、施設や設備の不備を報告・修理した。 2 15 1 0

(45) 校内の美化を心がけ、担当教室などは整理整頓し適切に使用した。 2 14 2 0

11 ＰＴＡ・地域社会

(46) 小中連携や社会人講師を招くなどの取り組みを意識し、実施した。 1 10 6 1

(47) ＰＴＡの活動内容等について十分理解し、協力・支援できた。 4 12 2 0

(48) 説明責任を果たし保護者の学校への理解、協力が得られる努力をした。 1 13 4 0


